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｢図書館の自由に関する宣言｣は 
すべての利用者に対する約束です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自由宣言は、採択から 70 年を迎えました。

すべての人が生まれながらに持つ自由と権利

は国民ひとりひとりの手に委ねられており、

図書館の自由の実現にとって、利用者のみな

さんは大切なパートナーです。 

今回取り上げたのは主文のみですが、副文

では図書館の社会的責任や資料収集の中立性

などについて詳しく述べています。 

私たち図書館員は、この約束を守り続ける

ために日々活動していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 4 図書館はすべての検閲に反対する 

図書館は、検閲や世論、

また、トラブルを
おそれて特定の資料の扱いを制限する自己規制に
おちいることのないよう十分注意します。 
 
図書館の自由が侵されるとき、われわれは

団結して、あくまで自由を守る。 

1950 年の図書館法制定により日本の図書館

は新たに出発しました。自由宣言は 1954 年に

採択され、1979 年に今のかたちに改訂されま

した。一見すると図書館が自らの自由を発信し

ているように見えるかもしれませんが、そうで

はありません。図書館が果たすべき使命、利用

者に対しての約束を表したものなのです。今回

は、図書館からみなさんへの「約束」について

特集します。 

 

 

 

第 2 図書館は資料提供の自由を有する 

「こんな本だれが利用するの？」と思う本をみ
かけたことがありますか。 
図書館は

また、「この本が読
みたい！」というリクエストには可能な限りお応
えします。 
 
第 3 図書館は利用者の秘密を守る 

図書館は、

家族であっても、本人
以外に図書館の利用について伝えることはありま
せん。カウンターで図書館員が貸出・返却の手続
きを行っているではないか、と思われるでしょう
が、図書館員は業務上知り得た秘密を守らなけれ
ばなりません。プライバシーを守ることで、利用
者の「知る自由」を守っています。 

「図書館の自由に関する宣言」を知ってい

ますか。全国の公共図書館にポスターが掲示

されているので、目にしたことがあるという

人もいるでしょう。この自由宣言は、図書館が

国民の基本的人権を保障する機関であること

を確認したものです。いわば日本国憲法が図

書館に求める役割を明文化したものと言うこ

とができます。 

 

 

 

 

図書館は、基本的人権のひとつとして知る自由

をもつ国民に、資料と施設を提供することを

もっとも重要な任務とする。 

この任務を果たすため、図書館は次のことを

確認し実践する。 

 

第 1 図書館は資料収集の自由を有する 

図書館が勝手気ままに資料を集める、というこ
とではありません。国民の知る自由を保障するた
めに必要な資料を、

また、ある
事柄に対して賛成・反対の意見があれば、双方の
観点の資料を集めます。収集は図書館員の個人的
な考えによるものではなく、また資料の主張を図
書館員が支持するものでもありません。図書館は、
国民の資料要求にこたえるべく、収集活動を行っ
ています。 

自由宣言に照らして、図書館とその職員の活動を紹介します。 

※斜体太字の部分が宣言の主文です。 

全国の図書館・図書館員は、地域や館種を超えて連帯しています。その活動を支えて

いる組織のひとつが日本図書館協会です。自由宣言の全文も、日本図書館協会の公式

ホームページで見ることができます。 

 
日本図書館協会 Japan Library Association(JLA) 

全国の図書館および図書館関係者の団体で、図書館事業の発展を図り、文化の
進歩に寄与することを目的としている。1892(明治 25)年創立。会合の開催、
研修の実施、出版活動、図書館振興事業、国際交流など、活動分野は多岐に
わたる。 

出典：『図書館情報学用語辞典 第 5版』(丸善出版、2020年) 

｢図書館の自由に
関する宣言｣全文


